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笠置もみじまつり

３ 町 村 の イ ベ ン ト 特 集

日　時　11 月 17 日（土）午前 10 時～正午（予定）
場　所　笠置駅前・笠置山自然公園

１．魅力・見どころ
　もみじまつりは、もみじの見頃におこなわれている祭りです。今年はＪＲ笠置駅前で音楽ステージがあり、
また、笠置町名物のキジを使った「キジ釜飯」の販売をします。
　ライトアップ期間中は、日中とは違った幻想的なもみじの姿を見ていただけます。
　食べ物・景色ともに楽しんでいただけるお祭りです。

２．趣旨・概要
　笠置の秋を詰め込んだ祭りとして、町内外から多くのお客様が来られます。
　もみじだけでなく、景色も見ながら笠置の食や、リラックスできるイベントとして毎年親しまれています。

３．担当者から一言
　笠置駅前で音楽を聴き、名物「キジ釜飯」を持って笠置
山自然公園でもみじを楽しむとより一層笠置の秋を味わえ
ると思います。ハイキングと一緒に満喫してください。

夜間ライトアップ
期　間　11 月１日（木）～ 30 日（金）午後５時～９時
　
場　所　笠置山自然公園（もみじ公園）
問合せ　笠置町四季彩祭実行委員会
　　　　☎ 0743・95・2301（代表）
　　　　笠 置 町 商 工 会　☎ 0743・95・2159
　　　　（一社）観光笠置　☎ 0743・95・2011

　11月になり、秋も深まってきて紅葉が鮮やかに染まる季節になりました。相楽東部３町村では
毎年この時期に様々なイベントを企画しています。笠置町では「もみじまつり」、和束町では「茶
源郷まつり」、南山城村では「2018 むら活き生きまつり」がそれぞれ開かれ、３町村の魅力をたっ
ぷりと感じられるイベントになっています。今回はそれらの趣旨・概要や、魅力・見どころ等を紹
介しています。みなさんぜひ各々のイベントに足を運んでみませんか。

笠置町

南山城村（ステージイベント）和束町（茶源郷まつり 2018 チラシ）笠置町（きじ釜めしの販売）

昨年の様子
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茶源郷まつり

2018むら活き生きまつり

日　時　11 月 10 日（土）午前 10 時～午後４時
　　　　　　　11 日（日）午前 ９時～午後４時
場　所　和束運動公園一帯

日　時　11 月 23 日（金・祝）午前 10 時～午後３時
場　所　南山城村総合グラウンド

１．魅力・見どころ
　毎年 11 月 23 日におこなわれてきた「むら活き生きまつり」は今年で 30 回目を迎えました。この 30
回目の開催を記念して、まつりの終盤には来場者全員が参加できる“大
抽選会”をおこないます。抽選内容や景品は当日までのお楽しみ！
　他にも昔の人気企画“丸太切りレース”が復活。小学生から大人ま
で参加でき、タイムを競い上位入賞者には景品も用意しています。

２．趣旨・概要
　新鮮で安心・安全な南山城村産の農林産物を多くの人に提供すると
同時に、南山城村の持つ地域資源の活用や、まつりを通した新たな農
村生活の発見で村民の生活をさらに “活き生き” とさせるための交流と
情報交換の場として開いています。
　毎年村の魅力が詰まった出店がたくさんあり、老若男女、参加者全
員が“活き生き”できるまつりとして定着し親しまれています。

３．担当者から一言
　今年は記念企画やチラシデザイン、ブース配置など様々な点を改善
し、今までとは少し違う雰囲気で開く「むら活き生きまつり」です。
　ぜひご来場いただき、南山城村の秋の魅力を五感で感じてください。

問合せ　南山城村産業生活課　☎ 0743・93・0105（直通）

１．魅力・見どころ
　「いにしえに存在したという理想の王国・茶源郷。その再建を願う人々が集まって、理想の王国は年に２
日間だけ茶源郷まつりとして姿を現すようになりました。」
　7 回目を迎える茶源郷まつりですが、今年はこんなコンセプトのもと様々な企画をご用意しています。特
に今年は国章バッジを購入された方に、まつりの当日以外にも和束町を楽しんでいただけるようスタンプラ
リー形式の茶源郷パスポートをお配りします。また、国章バッジをつけている方は国民としてもてなされ、
様々な特典を受けられます。

２．趣旨・概要
　茶源郷まつりとは、茶作り 800 年の生業の歴史を持つ茶産地・京都和束のお祭りです。「茶畑からお茶の
魅力を全て伝える」という思いのもと、茶畑ツアー・世界のお茶・
お茶づくしの屋台村など、茶源郷ならではの企画がもりだくさんで
す！

３．担当者から一言
　今年は新しいコンセプト・企画をご用意してみなさんをお待ちし
ています。国章バッジを手に入れて、おもてなしを受けましょう！

問合せ　茶源郷まつり実行委員会（和束町総務課）
　　　　☎ 0774・78・3001（直通）
　　　　 cha@chagenkyo-matsuri.jp
　　　　HP https://chagenkyo-matsuri.jp まつり会場の様子

和束町

南山城村
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宇治茶まつり消費イベント
　10月７日（日）、府立宇治公園 ｢塔の島・橘島｣ で宇治茶まつり実行委員会による観光PR及び物産の販売・
呈茶がおこなわれました。和束町では、煎茶による呈茶をおこない多くの人で賑わいました。また、町のマ
スコットキャラクター ｢茶茶ちゃん｣ によるPRもおこないました。
　和束町に行ったことがない
方もおられましたが、｢今度
行ってみます｣ ｢茶源郷まつ
りにぜひ行ってみたいです｣
といったお言葉をいただきま
した。
　大勢のお客さんに和束町の
魅力を知っていただく機会に
なりました。

　笠置町を舞台にした映画「笠置ＲＯＣＫ！」の馬
ま

杉
すぎ

監督が
中心に活躍されている「京都映像派」が企画した「クリエイ
ターズキャンプ」が９月 28日（金）～ 29日（土）に笠置キャ
ンプ場で開かれました。映像や音楽クリエーター・役者など
約 60人が集まり、創作活動を通じて同町の可能性を探る意
見を交わしました。ボルダリングエリアなど町内の見どころ
を巡り、夜はスクリーンを設置し「笠置ＲＯＣＫ！」の上映
を楽しみ、焚き火をしながら語り合いました。
　今回参加した方々の中には初めて笠置に来た方もいらっ
しゃいましたが、今回の参加を機に、当町を知ってもらえる
機会となりました。

クリエイターズキャンプ

キャンプ場での意見交換会の様子

人気の茶茶ちゃん

鍋−１グランプリ
　12月２日（日）に笠置いこいの館前広場、JR
笠置駅前にて今回９回目となる全国ご当地鍋フェ
スタ「鍋−１グランプリ」が開かれます。
　昨年は１万５千人の方が来場され、大きな盛り
あがりをみせました。
　今年も、全国各地のご当地鍋が集結し、グラン
プリを競います。
　また、鍋だけでなく、ご当地グルメの出店や、
アウトドアブースの出店も予定しています。ぜひ
ご来場いただき、全国の「食」をご堪能ください。
問合せ　笠置町四季彩祭実行委員会
　　　　☎ 0743・95・2301（代表）
　　　　笠置町商工会　☎ 0743・95・2159
　　　　（一社）観光笠置　☎ 0743・95・2011 昨年のステージイベントの様子

笠置町

和束町

笠置町

賑わう和束茶呈茶ブース
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　９月 26 日（水）、南山城村総合グラウンドで 127 人
が参加し、熱戦が繰り広げられました。

大会結果
優　勝
　東部老人クラブチーム
準優勝
　月ヶ瀬ニュータウン
　千歳会チーム
３　位
　本郷老人倶楽部チーム

　10月５日（金）、南山城村総合グラウンドで６チーム
40人が参加し、熱戦が繰り広げられました。

大会結果
優　勝
　本郷老人倶楽部チーム
準優勝
　高尾老人楽寿会チーム
３　位
　�月ヶ瀬ニュータウン千
歳会チーム

　9月 25日（火）からの 8日間、阪急うめだ本店で開かれた「山の出合い�京都・南山城村」では、「学ぶ・つながる・
体験する」をテーマに、特産品であるお茶や食品のほか、村を拠点に制作されている方々の作品紹介や販売がおこな
われました。
　１点１点丁寧に作られた作品とその世界に触れ、「南山城村に行きたい」「遊びに行きます」など、うれしい言葉を
かけてくれるお客様も。
　この催しを企画した※「山のテーブル」代表の對

たいなか

中さんは、「この出展で南山城村と村で暮らす方々の素晴らしさを
再認識しました。今後も素敵な出合いの場をつく
ることができれば」と手ごたえを感じられた様子
でした。

※�「山のテーブル」…平成 29 年 8 月に旧野殿童仙房保
育園を交流&カフェスペースとしてオープン。季刊
誌「やまびこ」の発行など、ものづくりの側面から見
た南山城村について積極的に情報発信をしている。

大阪の真ん中に村空間が出現

第40回
老人クラブゲートボール大会

第16回老人クラブ
グラウンドゴルフ大会

　10月 14 日（日）、｢京都ゆぶね�秋の紅葉満喫エンデューロ 2018｣ が湯船森林公園内MTBLANDで開か
れました。
　MTBLAND は 2021 年におこなわれる
「ワールドマスターズゲームズ 2021」のマウ
ンテンバイク競技の会場にも決定しており、
注目が集まる中当日は全国から多くの方が参
加され、家族や仲間からの応援を受けて、約
４kmにも及ぶ起伏に富んだコースを４時間
走り続けました。レース終了後はみなさんに
満足していただけた様子で、素晴らしい大会
になりました。 レース時の様子

京都ゆぶね 秋の紅葉満喫エンデューロ2018

氷出し・水出し・お湯出し煎茶の
飲み比べ体験も好評

南山城村

南山城村

和束町

村の農家・作家・企業による
作品や商品の世界が広がる
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戸籍事務の電算化（文字の正字化について）　

平成31年１月21日（月）より戸籍事務が電算化されます。

文字の正字化って？

　氏名に用いる文字は、法務省の通達により、常用漢字・人名用漢字など漢和辞典に掲載されている文字
で表記することとされていますが、手書き処理をしていた頃の戸籍には、『草書や行書などのくずし文字』�
『書き癖のある文字』『辞典に掲載されていない文字』で表記されているものもあります。戸籍を電算化（コ
ンピュータ化）するにあたり、新しく改製される戸籍の氏名は、これらの文字に対応する正字（法務省の
通達に沿った文字表記）で記載されます。これを「文字の正字化」といいます。文字の正字化につきまし
ては、全国的に統一された基準によるものですので、皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

　笠置町税住民課�戸籍担当　　☎ 0743・95・2301（代表）

問合せ

文字の正字化対象の方には、12 月上旬におしらせの文書を送付しますので、ご確認をお願いします。
正字と少し違っていてもデザイン上の相違に過ぎないとみなされる文字の方には事前のおしらせはありません。

電算化に伴う
文字の正字化

の一例

正字化に
関する
Q ＆ A

戸籍の記載 戸籍の記載 戸籍の記載正字 正字 正字

Q

Q

Q

Q

字体が変わると氏名が変更さ
れたことになるのですか？

印鑑証明や住民票などは
どうなるのですか？

文字の正字化は昔の戸籍（先祖）
に遡って変更されるのですか？

本籍は笠置町ではありませんが、
文字の正字化の対象ですか？

今回の文字の正字化は、戸
籍の表記上の取り扱いで
あり、これによって氏名を
変更するものではありませ
ん。

印鑑証明や住民票の氏名の文字は、電算化
と同時に戸籍にあわせて正字に変更されま
すので、改めて変更の手続きは必要ありま
せん。また運転免許証やパスポートなどの
変更も不要です。

今回の文字の正字化は、電算化
後の戸籍のみとなります。電算
化前の戸籍や除籍は画像データ
として、コンピュータに取り込
みます。

戸籍が電算化されるのは、本籍が笠置町にある
人です。笠置町に住民登録があっても本籍が他
の市区町村にある人は対象になりません。ほと
んどの市区町村では既に戸籍が電算化されてお
り、文字の正字化もされていると思われます。

A

A

A

A

藤 善 龍
藏

龍
喜博

笠置町
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ブックカフェ

南山城小学校５年生稲刈り・脱穀体験

　９月 21日（金）、南山城村にあるGarden�Cafe�mimにおいて読書活動推進事業『第６回ブックカフェ』
が開かれました。
　これまでと同様、参加者おすすめの本の紹介をしていただきましたが、今回は共通の課題図書を２冊設定
し、読後の感想についても意見交換をおこないました。みなさん少しずつ感想や課題図書に対する印象が異
なったり、共感できる部分もあったりして大いに盛りあがりました。
（課題図書：『送り火』高橋弘希�著・『ファーストラヴ』島本理生�著）
※紹介された本の一部は次のとおりです。（全作品は図書室に掲示してあります）

　９月 26日（水）、南山城小学校近くの田んぼで稲刈り体験が、また 10月 11 日（木）には脱穀体験がお
こなわれました。今年は雨が多く無事にできるかという心配もありましたが、地域のみなさまのご協力によ
り、子どもたちはぬかるんだ土に足を取られながらも、次々と稲を刈り、脱穀の仕方を教えていただき、貴
重な体験をするこ
とができました。
　この日とれたお
米は、12月８日（土）
のふるさと学習で
ふるまわれること
になっています。

　10月３日（水）、笠置小学校・和束小学校・南山城小学校でそれぞれ運動会が開かれました。今年は台風
の影響で、平日の実施となりましたが、たくさんの方に応援に来ていただきました。子どもたちは、この日
のために練習してきた成果を家族や地域のみなさんに見てもらおうと、演技や競技に一生懸命取り組んでい
ました。子どもたちのひたむきな姿は、見ている人に大きな感動を与え、大きな拍手や歓声があがりました。

みんな元気に３小学校運動会！！

笠置小学校 和束小学校 南山城小学校

海
は
見
え
る
か

�

真
山　

仁�

著

知
床
開
拓
ス
ピ
リ
ッ
ト

�

栂
峰
レ
イ�

著

幻
影
の
書

�

ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
タ
ー�

著

ヨ
チ
ヨ
チ
父

�

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ�

著

か
が
み
の
孤
城

�

辻
村
深
月�

著

銀
河
鉄
道
の
父

�

門
井
慶
喜�

著
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で
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な
い
病
気
」

　

Ｘ
線
（
レ
ン
ト
ゲ
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）
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査
・

Ｃ
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・
Ｍ
Ｒ
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な
ど
の
画
像
検
査

が
、
現
代
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学
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に
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く
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献
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て
き
ま
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た
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で
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す
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さ
て
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の
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い
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で
す
が
、
実
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画
像
検
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で
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だ
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れ
て
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す
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す
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咳
が
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間
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人
に
対
し

て
、
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検
査
に
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え
て
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Ｃ
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す
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強
い
頭
痛
が
あ
る
人
に
対
し

て
、
Ｃ
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Ｒ
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検
査
が
お
こ

な
わ
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
そ
の
結
果
と
し
て
、
頭
痛
の
原

因
と
な
る
よ
う
な
異
常
が
見
つ
か

ら
な
い
事
も
多
い
で
す
。
頭
痛
の

中
で
最
も
多
い
の
は
、
頭
や
首
の

筋
肉
が
固
く
な
っ
て
生
じ
る
緊
張

性
頭
痛
で
す
が
、
残
念
な
事
に
筋

肉
の
固
さ
は
画
像
検
査
で
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。
同
じ
く
、
め
ま
い
や

腰
痛
、
手
の
し
び
れ
な
ど
も
筋
肉

が
固
く
な
っ
て
生
じ
る
事
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
場
合
に
も
画
像
検

査
で
異
常
は
う
つ
り
ま
せ
ん
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
高
熱
が
あ
っ
て

も
、
画
像
検
査
で
は
異
常
が
な
い

事
が
多
い
で
す
。
こ
こ
で
は
書
き

き
れ
ま
せ
ん
が
、
他
に
も
画
像
検

査
で
異
常
が
う
つ
ら
な
い
病
気
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

症
状
が
強
い
の
に
、
画
像
検
査

で｢

異
常
な
し｣

と
い
わ
れ
た
場

合
、
そ
の
症
状
は
お
そ
ら
く
気
の

せ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
画
像
検

査
に
限
界
が
あ
る
場
合
が
多
い
の

で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
長
引
く
咳
・
強
い

頭
痛
や
腰
痛
・
高
熱
が
あ
る
場
合

に
、
画
像
検
査
は
無
意
味
な
の
か

と
い
う
と
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
肺
が
ん
・
肺
結
核
・
脳

出
血
・
く
も
膜
下
出
血
・
脳
腫
瘍
・

骨
腫
瘍
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
が

見
つ
か
る
事
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
は
早
く
見
つ
け
て
、
適
切
な

治
療
を
す
る
必
要
が
あ
る
病
気
で

す
。
担
当
医
に
画
像
検
査
を
す
す

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
画
像
検
査

に
も
限
界
が
あ
る
事
を
理
解
し
た

上
で
、
積
極
的
に
検
査
を
受
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

放
射
線
科

石
原
潔

◦相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30分～

午後０時30分
診療時間 午前９時～

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
12月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
12 月 2日（日） 小児科
12月 9日（日） 内科・小児科
12月 16日（日） 内科・小児科
12月 23日（日） 内科・小児科
12月 24日（月・祝） 内科・小児科
12月 30日（日） 内科・小児科
12月 31日（月） 内科・小児科
※ �11 月分については広報れんけい 10 月号をご
覧ください。

問合せ　相楽休日応急診療所(相楽会館内)
　　　　☎0774・73・9988（直通）

笠
置
町 

敬
老
会

和
束
町 
敬
老
・
福
祉
の
つ
ど
い

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
（
３
町
村
）

　

笠
置
町
で
は
９
月
15
日
（
土
）
笠
置
町
産
業
振
興
会
館

で
敬
老
会
が
、　

和
束
町
で
は
９
月
22
日
（
土
）
和
束
町
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
敬
老
・
福
祉
の
つ
ど
い
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
お
祝
い
の
こ
と
ば
や
、
祝
辞
・
記
念
品
の

贈
呈
が
あ
り
、
そ
の
後
、
笠
置
町
で
は
、
笠
置
小
学
校
児

童
か
ら
の
お
祝
い
映
像
が
な
が
れ
、
和
束
町
で
は
、
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
小
久
保
晴
代
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
会

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

対　

象

　

３
町
村
に
お
住
ま
い
の
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る
方

◦
接
種
日
に
65
歳
以
上
の
方

◦�

接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
の
機
能
ま
た
は
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有
し
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
身
体

障
害
の
１
級
相
当
の
方

接
種
費
用

　

１
５
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
で
す
）

接
種
期
間　

11
月
１
日
（
木
）
～
平
成
31
年
１
月
31
日
（
木
）

　

申
込
み
方
法
や
接
種
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
各
町
村
の
担

当
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
竹
澤
内
科
小
児
科
医
院
は
11
月
５
日
（
月
）
か
ら
で
す
。

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

　
　
　
　

和
束
町
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
６
（
直
通
）

　
　
　
　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
（
笠
置
町
・
南
山
城
村
）

実
施
日　

11
月
30
日
（
金
）　

受
付
時
間
と
場
所

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午　

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

午
後
１
時
45
分
～
３
時
45
分　

笠
置
町
役
場

献
血
で
き
る
方　

男
性　

17
歳
か
ら
69
歳
ま
で　
　

　
　
　
　
　
　
　

女
性　

18
歳
か
ら
69
歳
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

男
女
と
も
体
重
50
㎏
以
上
の
方

※�

65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
に
献

血
を
さ
れ
た
方
に
限
り
ま
す
。

※�

患
者
や
献
血
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
献
血
を
お

断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

持
ち
物　

�

献
血
カ
ー
ド
、
ま
た
は
運
転
免
許
証
な
ど
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

　
　
　
　

南
山
城
村
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
４
（
直
通
）
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木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

指
名
手
配
被
疑
者
の

 

検
挙
に
ご
協
力
を
！
◇
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　

｢

い
ち
は
や
く　

し
ら
せ
る
勇
気　

つ
な
ぐ
声｣

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す
。
あ

な
た
の
電
話
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

　

｢

虐
待
か
も
？｣

と
思
っ
た
ら
、
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

｢

１
８
９｣

も
し
く
は
木
津
警
察
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
夕
暮
れ
は
交
通
事
故
が
増
加
し
ま
す

　

ド
ラ
イ
バ
ー
、
バ
イ
ク
・
自
転
車
利

用
の
み
な
さ
ん
は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点

灯
し
、
歩
行
者
の
み
な
さ
ん
は
目
立
つ

服
装
や
反
射
材
を
活
用
す
る
な
ど
し

て
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◇ 

こ
の
よ
う
な
電
話
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
不
審
な
電
話
は

詐
欺
で
す
！

◦�

金
融
機
関
を
名
乗
っ
て｢

キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
預
か
り
ま
す
。｣

◦�

警
察
官
を
名
乗
っ
て｢

個
人
情
報
が

悪
用
さ
れ
て
い
る
。」｢

講
座
が
悪
用

さ
れ
て
い
る
。｣

◦�

役
所
を
名
乗
っ
て｢

還
付
金
が
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
で

手
続
が
で
き
ま
す
。｣

◦�

息
子
や
孫
を
名
乗
っ
て｢

電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
。｣「
お

金
に
困
っ
て
い
る
。｣　

等

　

こ
の
よ
う
な
電
話
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

不
審
な｢

は
が
き｣

｢

メ
ー
ル｣

に
つ
い
て
も
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
気
を
つ
け
て
、
特
殊
詐
欺
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

木
津
警
察
署

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
7₂
・
０
１
１
０

全
国
消
防
操
法
大
会

　

10
月
19
日
（
金
）、
第
26
回
全
国
消
防
操
法
大
会
が
富

山
県
広
域
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
出
場
し
た
南

山
城
村
消
防
団
は
全
25
チ
ー
ム
中
15
位
と
健
闘
し
ま
し

た
。

　

昨
年
か
ら
訓
練
を
重
ね
、
府
大
会
で
優
勝
し
、
全
国
の

舞
台
へ
初
出
場
さ
れ
た
南
山
城
村
消
防
団
。
選
手
の
み
な

さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
消
防
団
員
一
丸
と
な
っ
て
成

し
遂
げ
ら
れ
た
功
績
で

す
。　

　

こ
の
全
国
で
の
思
い
と

周
囲
か
ら
の
支
え
の
も

と
、
村
の
安
心
・
安
全
に

向
け
て
ご
活
躍
い
た
だ
け

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
久
保
団
長

よ
り
「
関
係
各
位
の
ご

協
力
の
も
と
、
我
々
消

防
団
員
の
基
本
で
あ
る

消
防
操
法
で
成
果
を
出

せ
ま
し
た
。
選
手
や
団

員
の
ご
家
族
、
ま
た
消

防
団
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
、
村

を
は
じ
め
と
す
る
各
関

係
機
関
の
皆
様
に
お
礼

と
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま

す
。」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

平
成
30
年
８
月
末
現

在
、
全
国
の
警
察
か
ら

指
名
手
配
さ
れ
て
い
る

者
は
凶
悪
事
件
な
ど
で

特
に
警
察
庁
が
指
定
し

て
い
る
重
要
指
名
手
配

被
疑
者
を
始
め
と
し

て
、
約
６
６
０
人
に
上

っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
中
に
、
全
国
の

警
察
で
は
総
力
を
挙
げ

て
追
跡
捜
査
を
お
こ
な

い
、
こ
れ
ら
被
疑
者
の

早
期
検
挙
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

捜
査
活
動
に
は
住
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で

す
。
指
名
手
配
被
疑
者

に
よ
く
似
た
人
を
見
か

け
た
と
言
っ
た
情
報
な

ど
、
ど
ん
な
わ
ず
か
な

こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
警
察
に
通
報
し
て
い
た
だ
く

よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

木
津
警
察
署

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
7₂
・
０
１
１
０
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実
施
日　

11
月
８
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す

講　

師　

鷹
野
明
子
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
か
つ
60
歳
以
上
の
方

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

実
施
日　

11
月
５
日
（
月
）・

　
　
　
　

19
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

イ
ー
ラ
イ
・
フ
ァ
ス
タ
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

講

　座

催

　し

笠置町水道メーター検針員を引き続き募集しています　広報れんけい 2018 年９月号に掲載しました笠置町水道メーター検針員の募集に
つきまして、引き続き、募集を継続いたします。興味のある方はぜひご一報ください。
問合せ　笠置町建設産業課　☎ 0743・95・2301（代表）

日　

時　

12
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

演　

題　
「
恭
仁
新
京　

美
し
い
春
・
悲
し
い
春

　
　
　
　

�

ー
大
伴
家
持
﹃
安
積
皇
子
挽
歌
﹄
を

め
ぐ
っ
て
ー
」

講　

師　

大
阪
市
立
大
学�

村
田
正
博�

名
誉
教
授

聴
講
料　

無
料

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

施
設
の
ご
案
内

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
２
５
０
円
・
小
中
学
生
70
円

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　

※
休
館
日　

月
曜
日

問
合
せ　

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４･

8₆･

５
１
９
９

　
　
　
　
FAX

０
７
７
４･

8₆･

５
５
８
９

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

文
化
財
連
続
講
座

　

人
権
確
立
の
社
会
を
目
指
し
、
交
流
を
深
め
、

新
し
い
文
化
を
創
造
し
よ
う
。

日　

時　

11
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会　

場　

笠
置
会
館
・
児
童
館

内　

容　

作
品
展
示
・
模
擬
店
・
催
し
物

問
合
せ　

笠
置
解
放
文
化
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
１
４
０

第
₂₉
回　

笠
置
解
放
文
化
祭

「
絆
：
き
ず
こ
う
・
ず
っ
と
・
な
か
ま
」

日　

時　

11
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午　

※
荒
天
中
止

場　

所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
の
原　

平
面
駐
車
場

内　

容　

�

は
し
ご
車
・
救
助
工
作
車
の
展
示
、
天

ぷ
ら
油
火
災
実
験
、
防
炎
カ
ー
テ
ン
と

非
防
炎
カ
ー
テ
ン
の
燃
焼
比
較
等

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４･

75･

１
３
８
１

｢

忘
れ
て
な
い
？

 

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に　

火
の
確
認
﹂　

 

平
成
30
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

消
防
フ
ェ
ア

実
施
日　

11
月
10
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館�

や

ま
な
み
ホ
ー
ル

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

対
象
者　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』（
南
山
城
村
）

京
都
府
委
託 

南
部
難
聴
幼
児

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

 

「
に
じ
っ
こ
・
城
陽
」

京
都
府｢

聞
こ
え
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業｣

（
南
部
会
場
）

『
聞
こ
え
の
サ
ポ
ー
ト
相
談
・
体
験
ひ
ろ
ば
』

日　

時　

11
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　

12
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

　
　
　
　
（
受
付
：
午
前
10
時
30
分
～
）

場　

所　

�

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
研

修
室
１

対
象
者

◦
聞
こ
え
に
く
い
子
ど
も
と
そ
の
ご
家
族

◦�

子
ど
も
の
聞
こ
え
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
ご

家
族

◦
聞
こ
え
に
く
い
両
親
や
聞
こ
え
る
兄
弟

参
加
費　

�

無
料
（
材
料
費
な
ど
が
か
か
る
場
合

は
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
）

申
込
方
法　

�

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電
話
で
氏
名
・

住
所
・
連
絡
先
・
お
子
さ
ん
の
年
齢
・

聞
こ
え
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

�
京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

担
当�
安
井
・
乾

　
　
　
　

〒
６
１
０ｰ
０
１
２
１

　
　
　
　

城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
地
の
64

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
3₀
・
９
０
０
０

　
　
　
　
FAX

０
７
７
４
・
55
・
７
７
０
８

日　

時　

12
月
７
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
城
陽
駅
徒
歩
５
分　

城
陽
中
学
前
）

対　

象　

�

京
都
府
在
住
の
方
で
聞
こ
え
に
不
自

由
を
感
じ
て
い
る
方
、
そ
の
家
族
・

知
人
な
ど
関
わ
り
の
あ
る
方
、
福
祉

関
係
者
、
難
聴
者
の
利
用
が
あ
る
公

的
機
関
や
事
業
所
関
係
者

参
加
費　

無
料

　
　
　
　
（
希
望
者
の
み
お
弁
当
代
７
０
０
円
）

内　

容

◇
お
話

　

�

聞
こ
え
の
仕
組
み
と
難
聴
に
つ
い
て
（
言
語

聴
覚
士
）

　

難
聴
者
の
体
験
・
手
話
入
門

　

�

中
途
失
聴
・
難
聴
者
の
た
め
の
社
会
資
源
（
難

聴
者
協
会
、
要
約
筆
記
、
相
談
・
支
援
、
自

立
訓
練
、
個
別
相
談
）

実
施
日　

11
月
29
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

講　

師　

創
作
つ
ま
み
細
工

　
　
　
　

葉
ち
っ
く
さ
ん
（
茨
木
市
）

参
加
対
象　

�

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

２
１
０
０
円
（
講
習
料
＋
材
料
費
）

持
ち
物　

�

布
バ
サ
ミ
・
木
工
用
ボ
ン
ド
・
ピ
ン

セ
ッ
ト
・
洗
濯
バ
サ
ミ
10
～
20
個
・

持
ち
帰
り
用
の
箱
（
６
㎝
程
度
）・

メ
ガ
ネ
（
必
要
な
方
の
み
）

定　

員　

先
着
10
人

申
込
受
付　

11
月
５
日
（
月
）
～
16
日
（
金
）

　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

�

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
人
も
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
体
験
事
業

『
つ
ま
み
細
工
体
験
教
室
』（
３
町
村
）

●
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

11
月
７
日
（
水
）・
21
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館�

や
ま
な
み
ホ

ー
ル

講　

師　

ケ
ン
ダ
ル
・
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

　

11
月
17
日
（
土
）
の
「
少
年
の
主
張
大
会
」

に
あ
わ
せ
て
、
小
学
４
年
生
以
上
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
書
道
展
を
開
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間　

11
月
１
日
（
木
）
～
30
日
（
金
）

展
示
場
所　

�

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
大
ホ

ー
ル
）

主　

催　

�

和
束
町
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
連

絡
協
議
会

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
書
道
展

問
合
せ　

和
束
町
税
住
民
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
５
（
直
通
）

分



11

募

　集

平
成
₃₀
年
度
自
衛
官
募
集
案
内

ご寄附ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 30 年９月受付）
　氏　名：匿名希望　住　所：奈良県奈良市　寄付金額：5,000 円　　
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

京
都
府
南
部
（
南
丹
・
乙
訓
・
山
城
地
域
）

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
就
職
フ
ェ
ア

 

（
京
都
府
補
助
事
業
）

日　

時　

11
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

�

文
化
パ
ル
ク
城
陽
（
４
階
大
会
議
室
・

地
下
市
民
プ
ラ
ザ
）

※
近
鉄
京
都
線
「
寺
田
」
駅
よ
り
南
へ
徒
歩
７
分

内　

容

◇
福
祉
職
員
リ
レ
ー
ト
ー
ク　

午
後
１
時
～

　

�｢

若
手
職
員｣

｢

ベ
テ
ラ
ン
職
員｣

｢

子
育
て

中
職
員｣

な
ど
、
出
展
法
人
の
職
員
が
思
い

や
体
験
談
を
お
話
し
し
ま
す
。

◇
合
同
就
職
説
明
会　

午
後
１
時
30
分
～

　

�

出
展
法
人
ブ
ー
ス
で
、
人
事
担
当
者
や
先
輩

職
員
か
ら
具
体
的
な
話
を
き
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

�

出
展
法
人　

南
丹
・
乙
訓
・
山
城
地
域
（
京

都
市
を
除
く
）
の
介
護
・
福
祉
事
業
所�

約
30

法
人
（
予
定
）

◇
入
退
場
自
由

募
集
種
目
及
び
試
験
期
日
等

募
集
種
目

受
付
期
間

試
験
期
日

資　

格

自衛官候補生

男子
年
間
を
通
じ

て
お
こ
な
っ

て
お
り
ま
す
。

受
付
時
に

お
し
ら
せ
し
ま
す
。

※

18
歳
以
上

33
歳
未
満
の
者

女子

陸上自衛隊高等工科学校生徒

推　薦
11
月
１
日（
木
）

～
30
日
（
金
）

平
成
31
年

１
月
５
日
（
土
）

　

～
７
日
（
月
）

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指

定
さ
れ
ま
す
。

15
歳
以
上
17
歳
未

満
の
男
子
（
中
卒

見
込
含
）
で
成
績

優
秀
か
つ
生
徒
会

活
動
等
に
顕
著
な

実
績
を
修
め
、
学

校
長
が
推
薦
で
き

る
者

一　般
11
月
１
日（
木
）

～
平
成
31
年
１

月
７
日
（
月
）

１
次
試
験

平
成
31
年

１
月
19
日
（
土
）

２
次
試
験

平
成
31
年

２
月
１
日
（
金
）

　

～
４
日
（
月
）

※�

い
ず
れ
か
１
日
を
指

定
さ
れ
ま
す
。

15
歳
以
上
17
歳
未

満
の
男
子
（
中
卒

見
込
含
）

※
平
成
31
年
３
月
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
ま
た

は
中
等
教
育
学
校
卒
業
予
定
者
の
採
用
試
験

は
、
原
則
と
し
て
９
月
17
日
以
降
に
お
こ
な
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
及
び
問
合
せ

（
１
）　

自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部

�　
　
　

京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
笠
殿
町
38

　
　
　

☎
０
７
５
・
８
０
３
・
０
８
２
１

（
２
）　

宇
治
地
域
事
務
所

　
　
　

�

宇
治
市
広
野
町
西
裏
71ｰ
５�

Ｓ.

Ｃ�

Ｏ

Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ
２
０
２
号
室

　
　
　

☎
０
７
７
４
・
₄₄
・
７
１
３
９

◇
体
験
・
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

①
補
聴
器
・
補
聴
機
器

　

②
日
常
生
活
用
具

　

③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
器　

　

④
聴
覚
障
害
者
用
情
報
受
信
装
置

申
込
み
方
法

　

11
月
29
日（
木
）ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
話
・
メ
ー

ル
、
ま
た
は
、
は
が
き
に
て
、
①
氏
名�

②
住
所�

③
連
絡
先�

④
年
齢�

⑤
聴
覚
障
害
者
等
級
、
級
・

ま
た
は
手
帳
な
し
⑥
お
弁
当
申
込
み
の
有
無
を

左
記
ま
で
お
し
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み
先

　

〒
６
１
０ｰ

０
１
２
１

　

城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64

　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
地
域
福
祉
部

　
（
担
当
：
乾
・
堀
田
）

　

☎
０
７
７
４
・
3₀
・
９
０
０
０

　
FAX

０
７
７
４
・
55
・
７
７
０
８

　

�kikoe-shien@
kyoto-chogen.or.jp�

応
募
資
格　

年
齢
不
問　

　

※
未
経
験
の
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

待　

遇　

臨
時
職
員

　
　
　
　

各
種
社
会
保
険
完
備　

看
護
ア
シ
ス
タ
ン
ト
募
集

（
３
）　

ア　

笠
置
町
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

相
楽
郡
笠
置
町
西
通
90ｰ

１

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

　
　
　

イ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　

相
楽
郡
和
束
町
釜
塚
生
水
14ｰ

２

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１（
直
通
）

　
　
　

ウ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

相
楽
郡
南
山
城
村
北
大
河
原
久
保
14ｰ

１

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

（
４
）　

そ
の
他

　
　
　

�

自
衛
隊
各
駐
屯
地
・
各
基
地
等
に
お
い

て
も
案
内
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

実
施
日　

11
月
20
日（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階�

第
１
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
直
通
）

行
政
相
談
（
和
束
町
）

相

　談

実
施
日　

11
月
20
日（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

笠
置
会
館
１
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課

　
　
　
　

笠
置
町
総
務
財
政
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

人
権
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

11
月
27
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

人
権
相
談
（
和
束
町
）

　

近
畿
税
理
士
会
で
は
、
税
理
士
と
し
て
の
知

識
や
経
験
を
活
か
し
て
、
成
年
後
見
制
度
の
利

用
を
必
要
と
す
る
方
や
そ
の
ご
家
族
・
支
援
者

の
方
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
た
め
、
成
年
後
見

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。（
秘
密
厳

守
・
無
料
）。
予
約
は
不
要
。

相
談
日　

�

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
及
び
夏
期
、
年

末
年
始
等
を
除
く
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

会　

場　

近
畿
税
理
士
会
館
（
大
阪
市
中
央
区
）

電
話
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　

☎
０
６
・
６
８
０
９
・
３
６
８
０

面
談
相
談
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　

☎
０
６
・
６
９
４
１
・
２
９
２
２

問
合
せ　

近
畿
税
理
士
会
へ

　
　
　
　

☎
０
６
・
６
９
４
１
・
６
８
８
６

　
　
　
　
HPhttp://w

w
w
.kinzei.or.jp/

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

対　

象　

一
般
求
職
者
の
方

　
　
　
　

�

学
生
の
方
（
平
成
32
年
・
31
年
３
月

卒
業
予
定
者
等
）

　
　
　
　

福
祉
・
医
療
系
有
資
格
者
等

※�

一
般
の
学
部
学
科
の
方
、
一
般
求
職
者
の
方
、

無
資
格
の
方
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

予　

約　

不
要

入
場
料　

無
料

問
合
せ
・
主
催

　

福
祉
職
場
就
職
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

　
（
社
会
福
祉
法
人
京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

☎
０
５
７･

２
５
２･

６
２
９
７

※�

一
定
期
間
就
業
後
、
嘱
託
職
員
と
し
て
採
用

（
条
件
あ
り
）

給　

与　

時
給
９
４
０
円
～

勤
務
時
間　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
４
時
15
分

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
７
時

　
　
　
　

週
５
日
シ
フ
ト
制　

※
勤
務
時
間
等
に
つ
い
て
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
合
せ　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
7₂
・
０
２
３
５
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心
と
体
の
相
談
に
24
時
間
体
制
で
お
応
え
し

ま
す
。
伊
賀
市
・
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

ま
い
の
み
な
さ
ま
が
無
料
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

☎
０
１
２
０
・
４
１
９
９
・
２
２

伊
賀
・
山
城
南
定
住
自
立
圏
連
携
事
業

救
急
・
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
₂₄

日　

時　

11
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　

�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

　
　
　
　

�（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時

間
程
度
）

対　

象　
�

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

�

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
11
月�

21

日
（
水
）
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

�

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
し
ら
せ
く
だ

さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９⊖

０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　
　
　
　
FAX

０
７
７
４
・
7₂
・
６
８
６
２

き
こ
え
の
相
談
会

「税を考える週間」小学生の絵画展

平成 31 年度京都府山城教育局管内
小・中学校講師登録会

　11月 11日～ 17日は「税を考える週間」です。
　笠置町・和束町・南山城村では、この期間中に「税金でつくられているもの」をテーマ
に小学生の絵画展をおこないます。

展示期間　11月 11日（日）～ 17日（土）
展示場所　笠置町　笠置町産業振興会館
　　　　和束町　和束町社会福祉センター
　　　　南山城村　文化会館やまなみホール
問合せ　笠置町税住民課　☎ 0743・95・2301（代表）
　　　　和束町税住民課　☎ 0774・78・3005（直通）
　　　　南山城村税財政課　☎ 0743・93・0103（直通）
※「税を考える週間」については、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp) をご覧ください。

　京都府山城教育局では、11 月 19 日（月）～ 22 日（木）に
講師登録会を開きます。来年度に小・中学校での講師をご希望
の方は、事前に電話で申込みの上、指定の講師登録票を山城教
育局までご持参ください。
　講師登録票は山城教育局、広域連合教育委員会にご用意して
いるほか、局ホームページからもダウンロードできます。
　開催期間以降も、講師登録は随時受け付けています。

問合せ
　京都府山城教育局�学務課（京都府京田辺市田辺明田１）
　☎ 0774・62・0274

= 事業主のみなさまへ =
　労働保険の成立手続はおすみですか　労働者を 1 人でも雇用していれば、労働保険に加入する必要があります。
問合せ　京都労働局労働保険徴収課　☎ 075・241・3213

クリスマス・ピアノコンサート
～ベートーヴェンと仲間たち～

日　時　12月８日（土）午後２時 30分開演（午後２時開場）
場　所　南山城村文化会館　やまなみホール
入場料　500 円（高校生以下無料）
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。

【プログラム】
ベートーヴェン…エリーゼのために／月光
モーツァルト……ロンドＫ．511 ／トルコ行進曲
リース……………ロンド　作品 158/1　　　　　…他
ピアニスト：浅川晶子
主催／お問合せ
　南山城村文化会館　やまなみホール
　☎ 0743・93・0560　FAX 0743・93・0596

実
施
日

場　

所

11
月
16
日
（
金
）
童
仙
房
公
民
館

21
日
（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４ 

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　

所

11
月
13
日
（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

22
日
（
木
）
笠
置
会
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

日　

時　

11
月
６
日
（
火
）・
12
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
の
保
健
師
又
は
看
護
師

相
談
料　

無
料

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

予　

約　

�

実
施
日
の
前
日
午
後
４
時
ま
で
に
下

記
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　

�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田

町
43
番
地
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）

　
　
　
　

☎
０
１
２
０
・
０
７
８
・
３
９
４

　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

実
施
日　

11
月
20
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

　
　
　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　

所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館�
や
ま
な
み

ホ
ー
ル
研
修
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日　

11
月
20
日
（
火
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　
�

南
山
城
村
文
化
会
館�

や
ま
な
み

ホ
ー
ル
研
修
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

人
権
・
困
り
ご
と
相
談
（
南
山
城
村
）

　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。
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今月の新着図書
町村別 種　類 タ�イ�ト�ル 著�者�名

笠�置�町

一般書

おかげさまで、
注文の多い笹餅屋です 桑田ミサオ

変ったタイプ トム・ハンクス

風は西から 村山由佳

児童書

ぼくは恐竜探検家！ 小林快次

ぼくのわがまま宣言 今井恭子

非暴力の人物伝　②
チャップリン�パブロ・ピカソ 山口理

和�束�町

一般書

ふたりぐらし 桜木紫乃

一億円のさようなら 白石一文

鏡の背面 篠田節子

児童書

どっせい ! ねこたまずもう 石黒亜矢子

ピーマンのにくづめだった
もののはなし 岩井麻奈美

おしりたんてい
みはらしそうのかいじけん トロル

南山城村

一般書

一分で話せ 伊藤羊一

青嵐の坂 葉室麟

下町ロケット�ゴースト 池井戸潤

児童書

みえるとかみえないとか ヨシタケシンスケ

夢をあきらめなかった
13人の女の子の物語

チェルシー・ク
リントン�他

ゆっくりおやすみ�樹の下で 高橋源一郎

「 

自
然
災
害
な
ど
の
住
宅
修
理
の
ト
ラ
ブ

ル
に
ご
注
意
！
」

Ⓠ 
台
風
で
屋
根
が
壊
れ
た
の
で
、

電
話
帳
で
見
つ
け
た
業
者
へ
修
理

を
依
頼
し
た
。
業
者
は
す
ぐ
に
来

て
、
屋
根
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
か

け
る
応
急
処
置
を
行
っ
た
。
そ
の

際
「
瓦
の
ま
ま
で
は
重
い
の
で
新

し
い
屋
根
に
し
た
方
が
良
い
」
と

言
わ
れ
、
費
用
の
半
額
で
あ
る

１
５
０
万
円
を
振
り
込
ん
だ
が
、

４
か
月
経
っ
て
も
工
事
が
始
ま
ら

な
い
。�

（
60
歳
代
女
性
）

Ⓐ�

近
年
、
台
風
・
豪
雨
・
地
震
・

大
雪
な
ど
の
様
々
な
自
然
災
害
が

各
地
で
起
き
て
い
ま
す
。
災
害
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
場
合
、
突
然

や
っ
て
き
た
業
者
に
点
検
を
依
頼

し
た
と
こ
ろ
、「
瓦
が
・
・
」「
壁

に
ひ
び
が
・
・
」
と
い
わ
れ
、「
今

な
ら
値
引
き
で
き
る
」
な
ど
と
急

が
さ
れ
て
も
、
す
ぐ
に
契
約
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
住
宅
の
修
理
な

ど
が
必
要
な
場
合
は
、
慌
て
ず
に

複
数
の
業
者
か
ら
見
積
を
取
り
、

周
囲
と
よ
く
相
談
し
た
う
え
で
契

約
を
交
わ
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
際
、
業
者
に
よ
っ
て
は
高

額
な
工
事
の
受
注
を
狙
っ
て
、
住

宅
の
損
傷
に
つ
い
て
少
し
大
げ
さ

な
こ
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
よ
う
な
工
事
が
本
当
に

必
要
か
ど
う
か
、
第
三
者
の
意
見

を
聞
く
な
ど
し
て
慎
重
に
検
討
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
契
約
す
る
場
合
で
も
、
高

額
な
費
用
の
前
払
い
は
避
け
、
で

き
る
だ
け
完
成
後
の
支
払
い
を
主

と
し
た
契
約
に
し
ま
し
ょ
う
。
さ

ら
に
自
然
災
害
が
お
き
た
際
に

は
、｢

保
険
金
が
使
え
る｣

な
ど

と
い
う
謳
い
文
句
で
住
宅
修
理

の
勧
誘
を
お
こ
な
う｢

便
乗
商
法

｣

に
対
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
な

ど
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
険

金
が
使
え
る
か
ど
う
か
は
業
者
の

言
葉
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
自
分
で

保
険
会
社
に
確
か
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
少
し
で
も
不
安
や
疑
問

を
感
じ
た
場
合
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

　
　

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
又
は
来
所
）

　

 

☎
０
７
７
４
・
₇₂
・
９
９
５
５

　
　
　
　
　
　
（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　
（
※
平
成
30
年
４
月
か
ら
相
談
時
間
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

住　

所　

�

木
津
川
市
木
津
上
戸
₁₅
相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津
総

合
庁
舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
５
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は

　
　
　
　

☎
０
７
５･

２
５
７･

９
０
０
２
へ（
電
話
の
み
）

相
談
す
れ
ば

楽
に
な
る

和束町体験交流センター図書室より
☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　11月25日（日）午前10時30分～
　場　所　和束町体験交流センターホール
☆貸出日が増えます
　秋の読書週間中（10月27日～11月９日）
は、通常閲覧日である木曜日も貸出日となり
ます。

★ Pick UP ★

「おかげさまで、注文の多い笹餅屋です」
桑田 ミサオ 著

　75歳で笹餅屋を起業し、90歳
を過ぎた今も１年で５万個の笹餅
を作っている津軽の名物おばあ
ちゃんが、60 歳で本格的な餅作
りを始めてからのことと、これま
での人生について語る ...

図書室の連絡先
笠置町中央公民館図書室…………… ☎ 0743・95・2726

和束町体験交流センター図書室…… ☎ 0774・78・4013

南山城村図書室……………………… ☎ 0743・93・0522

☆3町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

図 書 室
　 だ よ り




